
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

球摩川 禊

エンジェルハィロゥ
バロール

元FHチルドレンA

17

素体 解放

UGNイリーガル

男性

34

0
4
3
1

1 0
0
0
0

1
4
3
1

25
11
11
16
32

2 2
1

UGN 1

MJ+オート《1.2.4》
MJ+オート《1.2.4》100%

MJ+行動《3》

ＲＣ
ＲＣ
　　
　　

5r+2
6r+2

0
0

0
0

単体　次ダメージ+[Lv+2](3)D　C値8
単体　次ダメージ+[Lv+2](4)D　C値7

シーン(選択)　攻撃力-[20-Lv×5](最大0)

0 0

闇使い
かつてのPC達 感謝 脅威

2 2

ワーディング

リザレクト

コンセ:バロール

死神の瞳

スターダストレイン

紡ぎの魔眼

闇の指先

孤独の魔眼

鏡の盾

時の棺

ディメンションゲート

★

0

2

1

1

2

2

1

2

1

★

-

1d10

2

3

6

1

7

4

8

10

3

オート

気絶時

MJ

MJ

MJ

オート

オート

オート

オート

オート

MJ

視界

-

―

視界

視界

―

視界

視界

視界

視界

シーン

自身

―

単体

シーン(選択)

―

単体

効果参照

―

単体

自動

自動

―

対決

対決

―

自動

―

自動

自動

-

↓100

―

―

1S:1回

1R:1回

1R:1回/1S:Lv回

1S:Lv回

100%/1S:1回

100%/1S:1回

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv(下限値7)

命中時、次の攻撃にダメージに+[Lv+2]Dする。

シーン(視界)に変更/攻撃力-[20-Lv×5](最大0)

判定直前に使用可能/判定ダイス+Lv個

対象の判定直前に使用/C値+1/1R1回 1シナリオLv回

範囲or範囲(選択)を単体にして自分を対象に変更させる。

1シナリオ1回/ダメージ反射/基本侵蝕+3

1シナリオ1回/攻撃無力化

何処でもドア/入口から出口までの距離をなかったことにすることで短縮する。

◆キャラ設定

過去キャンペーンシナリオのラスボス。プライマリーオーヴァードに至る寸前まで行ったが、PL達に負けて阻止される。
敗北後改心し、イリーガルとしてUGNに協力している。
敗北後に喰らっていた賢者の石や能力が全て"なかったこと"になった為、ウロボロスシンドロームもなくなり本来のシンドロームとDロイスに戻っている。ステー
タスも初期化されている。つまり大幅弱体化である。

彼自身、自分がどれだけ弱く、凡人で浅はかな存在だと理解している。だがだからこそ努力家なのだ。
どんな致命傷を受けても立ち上がる鬱屈した精神力と、弱さという弱さを知り尽くしているが故の相手の意表をついた戦法とセンス、
そしてどこからともなく取り出す大小種類さまざまなプラス螺子を用いて、能力に頼らずとも相手を翻弄し『螺子伏せる』

『僕が弱いって聞いた?あはは、本当だよ。僕は弱い。なにせ攻撃も支援も何もできないんだからそりゃ弱いよね』
『この螺子が何かって?これが僕の"魔眼"さ。試しに刺されてみるかい?大丈夫。痛みはないよ』
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
◆過去の記録
・選ばれし者(ゲイナー)計画で作り出された。
元々プロジェクト:ゲイナーはその名の通り特別強力なオーヴァード、"選ばれし者"を作る計画。
複数のチームがあり、チームごとに作られた7人にはそれぞれ七元徳の名が冠せられる。
その1つで彼も作られた。本来いるはずのない、"7人"全ての力を持った"8人目"として。

だがその結果生まれた彼は、"何も出来なかった"
武器を作ったりレーザーを放つような攻撃も、風の援護や氷の盾での支援も、毒や幻術を扱い敵を妨害する術も。
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